
自己有用感を育む支援の在り方
― 学級の中で児童同士のより良い関わりを促す

「ほっとブック」の作成と活用を通して ―

長期研修員 齊藤 晴代

《研究の概要》

本研究では、児童の自己有用感を育むために「ほっとブック」を作成し、学級活動での

活用を図った。学級活動では、事前の活動から本時の活動、事後の活動までを一つのまと

まりとして捉え、児童同士のより良い関わりを促す活動を意図的・計画的に設定した。具

体的には、自他のよさやみんなのためにできることを見付ける活動、自他のよさを互いに

認め合い、賞賛や感謝の気持ちを伝え合う活動、学級での自他の役割を実感できる活動、

自他のよさや互いの役割を生かし、発展させていく活動を設定し、継続して行った。この

ように、児童同士のより良い関わりを促していくことで、児童の承認感や貢献、所属の意

識を高め、児童の自己有用感を育んでいけることを実践を通して明らかにした。
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Ⅰ 主題設定の理由

文部科学省は、「生徒指導提要」(平成22年３月）の中で、「生徒指導は(中略）学校生活がすべての

児童生徒にとって有意義で興味深く、充実したものになることを目指しています」と、生徒指導の意義

を述べている。また、「自他の個性を尊重し、互いの身になって考え、相手のよさを見付けようと努め

る集団、互いに協力し合い、よりよい人間関係を主体的に形成していこうとする人間関係づくり」の重

要性を述べている。そして、目標に向かって励まし合いながら成長できる集団をつくることが大切とし、

「自己肯定感・自己有用感を培うことができる」集団づくりの工夫が必要であるとしている。

新小学校学習指導要領解説特別活動編(平成29年３月)でも、「特別活動のいずれの活動も，互いに協

力し合い，認め合う中で，自分が他者の役に立つ存在であることを実感するとともに，自信を持つ機会

となっている」とし、「自己有用感や自己肯定感を体得できるように指導を工夫する」ことが、大切で

あると述べている。

また、文部科学省の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（平成28年）では、

小学校におけるいじめの認知件数は、平成25年度が118,748件、26年度が122,734件、27年度が151,692

件であった。一方、不登校児童数は、平成25年度が24,175人、26年度が25,864人、27年度が27,583人で

あった。こうした現状から、いじめや不登校を未然に防ぐ取組の重要性が叫ばれている。そして、生徒

指導リーフ増刊号「いじめのない学校づくり『学校いじめ防止基本方針』策定Ｑ＆Ａ」（平成26年)で、

いじめに向かわせない、主に学校で取り組むべき課題として「規律、学力、自己有用感」を挙げている。

本県でも、平成29年度学校教育の指針の中で、「いじめ・不登校等の未然防止に向けた教育活動の充

実」を学校経営の重点項目として掲げ、「自己有用感を育む、学校・学級づくり」を推進している。さ

らに解説では、未然防止の視点として、「①規律 ②学力 ③自己有用感」の３点を示し、自己有用感

を育んでいくことの重要性を挙げている。

所属校は、今年度の学校経営方針に、「自己有用感を持った児童の育成に努める」ことを挙げている。

2017年６月に実施したアンケートでは、「クラスの中の大切なメンバーの一人だと思っている」という

質問に、「当てはまる」「やや当てはまる」と回答した児童は59％、「クラスの人を助けたり、みんなの

役に立ったりしていると思う」が60％であった。一方、「クラスの人から『すごいね』『頑張っている

ね』と言われることがある」は67％、「クラスの人から『ありがとう』と言われることがある」は83％

であった。これらの結果から、他者から認められたり、感謝の気持ちを伝えられたりする経験を多くの

児童がしているにも関わらず、自分の存在価値や自己の有用性を十分実感するに至っていない児童もい

ることが分かった。

こうした現状や課題を踏まえ、児童の自己有用感を育んでいくことは必要不可欠であると考える。自

己有用感を育むためには他者との関わりが重要であり、その中で児童が自己の存在価値や有用性に気付

き、実感できるようにしていくことが大切であると考える。そこで、本研究では、児童同士のより良い

関わりを促す「ほっとブック」を作成し、活用することで、児童が自己の存在価値や有用性を実感し、

自己有用感を育んでいけると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

「ほっとブック」の作成と活用を通して、児童同士のより良い関わりを促すことは、児童の承認感、

学級への貢献や所属の意識を高めることにつながり、自己有用感を育んでいけることを明らかにする。

Ⅲ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(1) 自己有用感について

生徒指導リーフ増刊号「いじめのない学校づくり『学校いじめ防止基本方針』策定Ｑ＆Ａ」では、
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自己有用感を「単なる自己肯定感や自己存在感ではなく、相手からの好意的な反応や評価があって

感じることのできる自己の有用性のこと」としている。つまり、自己有用感を獲得していくために

は、他者との関わりが大変重要となってくる。更に言うならば、その関わりは温かで、安心できる

ものであることが前提となる。

本研究では、温かで、安心できる他者との関わりの中で、承認感や、誰かの役に立てた、役に立

ちたいといった貢献の意識や、自分の存在価値を味わえる所属の意識を十分に感じることが、自己

有用感を育むことに結び付いていくと考える。

また、自己有用感が育まれると、児童は他者を否定したり、攻撃したりすることが減り、相手の

ことを認められるようになってくる。これは、いじめの未然防止にもつながる。また、自己有用感

を獲得することは、他者と関わろうとする意欲を高めるとともに、他者と関わるために必要な「ル

ールを守る」「人を傷つけない」といった、社会性の基礎を培っていくことにも有効である。

(2) 自己有用感を育む支援について

先述したとおり、自己有用感は他者との関わりの中で児童が自己の有用性を十分に実感すること

で芽生え、育まれるものである。そのためには児童の承認感や貢献、所属の意識を育み、高めるよ

うな支援が求められる。これを「自己有用感を育む支援」と捉え、児童同士のより良い関わりを意

図的・計画的に設定する。

(3) より良い関わりについて

児童同士のより良い関わりを促すには、その関わりがより深まるような支援をする必要があると

考える。具体的には、互いに認め合う活動の中で、友達の小さなよさにも目を向けること、頑張り

や良いところに対して賞賛や感謝の気持ちを言葉で伝え合うこと、一人一人のよさが友達やクラス

のために生かされていると伝え合うことなどである。こうした取組を児童が積極的に、繰り返し実

行することで、児童の中に互いに認め合うことや、賞賛や感謝の気持ちを伝えることが定着し、自

然にできるようなると考える。そして、このような一連の流れを児童同士のより良い関わりと捉え

る。このより良い関わりを通して児童は「自分はみんなに認められている」「自分のよさが生かさ

れている」「みんなの役に立ちたい」「自分はこのクラスに必要な存在なんだ」という自己への気

付きを生み、自己有用感を育むことができると考える。

(4) 児童同士のより良い関わりを意図的・計画的に設定すること

児童同士のより良い関わりを促すには、自他のよさや存在価値を日々の学校生活の中で、児童同

士が互いに意識し、認め、伝え合っていけることが大切である。本研究では、これらの活動を学級

活動を中心に進めていく。そして、事前の活動、本時の活動、事後の活動を一連のまとまりとして

捉え、それぞれの充実を図るようにする。

事前の活動では、自他のよさやみんなのために自分ができることを見付ける活動を設定し、「自

分にはこんな良いところがあったんだ」「友達の新たな良い面を発見した」「クラスのために自分

にはこんなことができる」など、自他のよさや貢献、所属の意識への気付きを促していく。

本時の活動では、自他のよさや頑張りを認め合い、賞賛や感謝の気持ちを伝え合ったり、学級で

の自他の役割を実感したりできる活動を設定する。そうすることで、児童が、「多くの友達から認

められている」「自分がクラスの役に立っている」「自分にも友達にもたくさん良いところがある」

とう気持ちを持てるようにし、承認感や貢献、所属の意識を育んでいく。

事後の活動では、本時までの活動で得た、自他のよさや役割を積極的に生活の中で生かしたり、

クラスで共有したりする活動を設定し、児童の承認感や貢献、所属の意識を高めていく。

こうした事前の活動から事後の活動までを一つのまとまりとして捉え、より良い関わりを意図的

・計画的に設定することとし、繰り返し、継続して取り組んでいくことで児童の自己有用感が育ま

れていくと考える。

(5) 学級の中での実践について

児童にとって、学校生活の大半を過ごすのが「学級」である。だからこそ、学級における児童同

士の関わりを基盤に実践を行うことは、担任が児童や学級全体の様子を常に把握しながら、互いに
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認め合う活動を継続して、繰り返し実施することにつながり、一人一人の自己有用感を高めていく

ことに有効であると考える。そこで、本研究では学級における児童同士のより良い関わりを支援す

る活動の提案を行っていく。

２ 研究構想図

３ 教材の概要

(1) 「ほっとブック」の構成

「ほっとブック」は、主に学級担任が児童の自己有用感を育む支援を行うために活用する資料と

して作成した。「ほっとブック」を活用して学級活動を展開していくことで、児童同士が互いに認
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め合い、自他のよさや自己の

存在価値に気付き、承認感を

得たり、学級や友達への貢献

の気持ち、学級への所属の意

識を感じたりすることができ

るように作成した。また、そ

の構成は表１のとおり、「基本

編」「実践編」から成る。

基本編では、自己有用感の

捉えや、自己有用感を育むこ

とがいじめ・不登校の未然防

止につながること、自己有用

感を育むための担任としての児童への関わり方等を掲載し、自己有用感への基本的な理解を深めら

れるようになっている。

実践編には、先行研究や関係文献を参考に作成した児童の自己有用感を育む七つの活動例を、学

年の系統や内容別に紹介している。他者のよさを見付け、認め、賞賛し合う中で自他のよさに気付

き、認め合えるようになる実践として「ほめほめ大作戦」「良いところさがし」「秘密の手紙」を

掲載している。一方、自分のよさに目を向けた活動として「自分ＣＭをかこう」を紹介している。

また、学級での自分の役割や所属の意識を実感できる活動として、「今日のミッション」「あなた

も、私もがんばるマン」を紹介している。さらに、学校行事と関連させ、互いのよさを見付け、認

め合いながら、貢献、所属の意識を高めていける「みんなに拍手」を紹介している。どの活動も、

「事前の活動」「本時の活動」「事後の活動」を一連の流れで示し、児童同士のより良い関わりを

意図的・計画的に設定している。そして、これら七つの活動例を実践することで、児童が「自分は

みんなに認められている」「自分のよさが学級で生かされている」「自分はこのクラスに必要な存

在なんだ」「みんなの役に立ちたい」といったことに気付き、実感を得られるようにする。

各実践とも「活動の概要」「活動全体の流れ」「本時の展開例」「ワークシート活用法」「ワーク

シート」「その他の資料」を用意してあり、担任が取り組みたい内容に合わせて実践を選ぶと、授

業で必要なものが全てそろえることができる。そして、これらを活用することで、活動への理解を

深め、活動を円滑に進めることができる。また、活動をより充実させるためのワンポイントアドバ

イス等も掲載した。さらに、デジタルデータ版も作成し、必要な資料を簡単に準備できるように配

慮した。デジタルデータ版のワークシートなどは、市販の表計算ソフトやワープロソフトで作成し

てあるので、児童の実態に応じたアレンジも可能である。担任が、児童の実態に合わせて使いやす

くアレンジすることで、より効果的な実践が展開できると考える。

(2) 「ほっとブック」を活用した活動の流れ

自己有用感を育むために以下のような流れで実践を進める。

「ほっとブック」に掲載の資料 活動のねらい、内容

基本編 自己有用感とは等 自己有用感への理解を深める。

実践編
事 前 活動の概要 事前、本時、事後のそれぞれの活動で児童がどんなことをす
の活動 活動全体の流れ るか、活動の全体像や流れをつかむ。活動の概要がつかめたら、

ワークシート 事前の活動の流れ、ワークシートの使い方を確認し、事前の活
ワークシート活用法 動を実施する。

本 時 本時の展開例 本時の展開例を参考に、本時の活動の流れを計画し、実践す
の活動 ワークシート る。ワークシートは活用法で使用方法を確認してから用いる。

ワークシート活用法
事 後 振り返りカード ワークシートや振り返りカードを用いて進める。事後の活動
の活動 ワークシート が充実した活動になるように、本時の活動までで感じたことや、

ワークシート活用法 気付いたことを生かして取り組めるように、計画・設定する。

表１ 「ほっとブック」の構成

基 ① 自己有用感とは
本 ② 自己有用感が育まれると

編 ③ 自己有用感を育み、高めよう
④ 自己有用感を育むためるために

実 ７つの活動の
践 ① ほめほめ大作戦 〈各実践共通〉

編 ② 良いところさがし ・活動の概要

（友だちビンゴ編、ブレーンストーミング編） ・活動全体の流れ

③ 秘密の手紙 ・本時の展開例

④ 自分ＣＭをかこう ・ワークシート活用法

⑤ 今日のミッション ・ワークシート

⑥ あなたも、私もがんばるマン ・その他資料

⑦ みんなに拍手



- 5 -

(3) 実態調査の結果と考察

平成29年５月から６月にか

けて、自己有用感に関するア

ンケート調査を研究協力校に

て行った。結果は表２のとお

りである。各問いに対して「当

てはまる」「やや当てはまる」

と回答した児童の割合をパー

セントで示してある。

全体的には、各項目とも肯

定的な回答が半数以上となっ

ている。特に「『ありがとう』を言われたことがある」に対しては、83％の児童が「当てはまる」

「やや当てはまる」と回答している。また、「『すごいね』『頑張っているね』と言われたことがあ

る」と答えた児童も67％となっている。こうした結果は、日頃から児童が互いのよさを認め、賞賛

したり、感謝したりするという素地が形成されているためだと考える。

一方で、自分自身のことに関しては、互いを認め合うことができているにも関わらず、「認めら

れている」と実感している児童の割合は56％にとどまっている。これは、承認感や、学級の中で貢

献したり所属したりしているという実感をあまり得られていないからであると考える。また、全体

的な特徴として、学年が上がるにつれてどの項目も割合が低くなっていることが挙げられる。特に

「自分のことが好き」や「みんなの役に立っている」という項目に関しては、高学年は半数に満た

ない結果となっており、学年が上がるほど、自己有用感が下がってしまう傾向にあると考えられる。

以上の結果から、次のような支援を行い、児童の自己有用感を育んでくこととした。

一つ目は、すでに多くの児童が身に付けている、友達を賞賛したり感謝したりする態度をより育

んでいくことである。そのために、日頃から、友達の良いところを見付け、賞賛や感謝の気持ちを

より具体的な言葉で伝える機会を増やし、自他のよさへの気付きにつながるようにした。

二つ目は、既知の自他のよさや得意なことを見つめ、それらを再認識できるようにするとともに、

新たな自他のよさへの気付きを促すことである。「自分（○○さん）にはたくさんの良いところが

ある」「自分（○○さん）は△△を頑張っている」「これなら誰にも負けない」「自分（○○さん）

のよさはこんな場面で生かせる」といった思いを児童が十分に実感できるようにした。

三つ目は、学年に応じて繰り返し、計画的に自己有用感を育むための活動に取り組ませることで

ある。６年間を見通し、計画的、継続的に児童が自他のよさに気付き、認め合う活動を設定してい

くようにした。

以上のことを受け、児童が自他のよさを見付けたり、認め、賞賛し合ったりする活動を意図的・

計画的に取り入れ、児童同士が承認感や、学級への貢献、所属の意識を高められるように支援をす

ることで、自己有用感を育むことができると考える。

Ⅳ 研究の計画と方法

１ 実践の概要

児童同士が、学級の中でより良い関わりを築き、互いのよさを認め合う中で、自己有用感を高め

られるように、「ほっとブック」を活用した実践を以下のような計画で行った。

調査、作成、実践等 時期 方法、その他
学級の実態調査(「Ｃ＆Ｓ質問紙」、「アセス」) ５月～12月 年３回実施する

実践（事前の活動・本時の活動・事後の活動） ７月～11月 ２年生から５年生で実践する

自己有用感に関する調査 ６月～11月 自己有用感に関するアンケートで実

践前後の変容を見取る

「ほっとブック」の作成 ６月～１月

表２ 自己有用感に関する事前アンケートの結果（％）

３年 ４年 ５年 ６年 全体
自分のことが好き

78 79 35 47 64
自分はクラスの大切なメンバーだ
と思っている 64 63 52 52 59
クラスの中で認められている

51 58 54 58 56
クラスの人を助けたり、みんなの
役に立ったりしている 67 69 59 44 60
クラスの人から「すごいね」「頑張
っているねと言われたことがある 74 70 69 61 67
クラスの人から「ありがとう」と
言われたことがある 86 83 79 81 83
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２ 授業実践の内容

実践名、実施学年 ○ね ねらい 実践内容： ○前 事前の活動 ○本 本時の活動 ○後 事後の活動

「ほめほめ大作戦」（２年生） ○前 友達の良いところを見付ける。
○ね 児童が互いを認め合うことのよさを実感 ○本 褒められるとどんな気持ちになるか考える。
し、より良い方法で互いのよさを伝え合 褒めるロールプレイをする。

えるようにする。 ○後 友達の良いところを見付けて褒める。
「今日のミッション」（２、３年生） ○前 クラスをより良くするミッションに取り組む。

○ね ミッションに取り組むことを通して、貢 ○本 ミッションの意義を考える。
献や所属の意識を高めるとともに、互い ○後 クラスをより良くするという意識を持ってミッショ
の頑張りを認め合う態度を養う。 ンに取り組むとともに、互いの頑張りを認め合う。

「あなたも、私もがんばるマン」 ○前 より良いクラスについて考え、良いクラスにするた
（３、４年生） めに自分ができることに取り組む。

○ね より良いクラスにするための取組を振り ○本 自分が取り組んできたことを紹介し合う。
返り、共有することで、クラスの中での ○後 クラスを良くするために、グループや係でできるこ
自分の役割を自覚できるようにするとと とに取り組むとともに、その頑張りを認め合う。
もに、クラスのために貢献できることを
進んで考え、実践できるようにする。

「良いところさがし」（３、４年生） ○前 友達の良いところを見付ける。
１ ブレーンストーミング ○本 １ 友達の良いところをたくさん出し合って、交流

２ 友だちビンゴ する。

○ね 自分のよさに気付き、それらを学級生活 ２ 友達の良いところを集めてビンゴをする。

で生かしたり、友達のよさを見付け、認 ○後 友達の良いところを見付け、伝え合う。
めたりできるようにする。

「自分ＣＭをかこう」（５、６年生） ○前 自分の良いところを探す。
○ね 自分のよさをたくさん知り、それらを学 ○本 自分の良いところを伝えるシートを書き、交流する。
級生活の中で意欲的に生かしたり、伸ば ○後 自分の良いところを生かしていくとともに、友達の
したりしていくようにする。 良いところを見付け、伝え合う。

「秘密の手紙」（５、６年生） ○前 対象の友達の良いところを探す。

○ね 友達のよさを見付け賞賛したり、励まし ○本 対象の友達に賞賛や励まし、感謝の手紙を書く。
たりできるようにするとともに、自分の ○後 対象の友達を変えて、良いところを見付け、手紙を
よさを知り、生かしていこうとする態度 書く。
を養う。

「みんなに拍手」（６年生） ○前 運動会に向けて、団ごとに互いの良いところを探す。

○ね 運動会での互いの頑張りを見付け、認め ○本 運動会後、団のメンバーに賞賛やねぎらいのメッセ
合うことを通して、自他のよさに気付き ージを伝える。

それらを生かしたり、伸ばしたりしてい ○後 普段の学校生活の中でも、互いの良いところを見付
こうとする態度を養う。 け合う。

３ 検証計画

検 証 の 視 点 方 法

児童同士のより良い関わりを促す「ほっとブック」は、 ・実践に取り組む児童の様子を観察する。

学級担任が、児童の自己有用感を育むために活用する資料 ・ワークシートへの記述から考察する。

として有効であったか。 ・児童、教職員へのアンケート調査を行

学級活動を事前の活動から事後の活動まで、意図的・計 い、結果を分析する。

画的に実践していくことは、児童同士のより良い関わりを ・教職員への聞き取りを行う。

促し、承認感や貢献、所属の意識を高め、児童の自己有用

感を育むことに有効であったか。
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４ 実践

(1) 良いところさがし（友だちビンゴ）（３・４年生）

「ほっとブック」 主な学習活動と児童の様子 教師の気付き

○隣の友達の良いところを探して、ワーク ○「良いところは、なるべ

事 シートに記入する。 く具体的に記入する」「誰

前 ｢教室掃除で、机をいっぱい運んでいた」 も気が付かないような良

の 「話をしている人の方を向いて聞いていた」 いところを探す」といっ

活 ｢手紙を配ったときにありがとうと言って た声掛けをしたことで、

動 友達の良いところを探して くれた」 充実した良いところさが

記入するワークシート しになった。

○ビンゴシートに自分 ○自分が思っていた以上

本 の良いところや頑張っ に、たくさん良いところ

時 ていることを記入。 を言ってもらえて、充実

の 感を得られていた。

活 ○友達に、事前に見

動 付けた良いところ

を伝えてもらい、

コメントなどが書かれた ビンゴシートをチ

ビンゴシート ェックする。

○隣同士だけでは出てこな

○感想を記入して、グル かった互いの良いところ

ープでシェアリングす を、グループで更に出し

る。 合えた。

○良いところがたくさん見

付かり、満足している児

童が多かった。

○相手を変えて、良いところさがしを実施した ○良いところさがしを継続

事 り、互いのよさを伝え合う時間を設けたりす して行うことで、小さな

後 る。 良いところに気付いた

の ○良いところ発見カードを掲示する。 り、承認や賞賛の言葉が

活 ○良いところさがし、ブレーストーミング編を より良いものになったり

動 実施しても良い。 するなどの充実が見られ

ブレーンストーミング編で使 た。

用したワークシート ○日常生活でも「すごいね」

「上手だね」などの褒め

たり、認めたりする姿が

見られるようになった。

【ビンゴに対する言葉掛けの工夫】

ビンゴが全部そろった子→友達も、あなた自身が良いと思っているところに気付いていたね。

ビンゴがそろわなかった子→ビンゴはそろわなかったけど、友達があなたも気付いていないかった、あな

たの良いところをたくさん見付けてくれたね。

掃除を頑張っ

ていたよ。

僕も書いた！

ビンゴだ！

ここに書いてある以外でも、

良いところがあるよ。

あるある、昨日も大きい声で

挨拶してたよね。 ありがとう。

【本時のねらい】

良いところさがしを通して、自分のよさに気付いたり、友達のよさを見付け、認めたりしようと

する意欲を高められるようにする。
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(2) あなたも、私もがんばるマン（３、４年生）

「ほっとブック」 主な学習活動と児童の様子 教師の気付き

○より良いクラスとはどんなクラスか、考える。○学級目標を確認し、クラ

事 「毎日来たいと思えるクラス」 スの状況と照らし合わせ

前 「全力で助け合うクラス」 る中で「クラスをより良

の 「優しくて、協力できるクラス」 くしたい」という意識が

活 ○より良いクラスにするために、自分ができる 高まっていった。

動 ことに取り組む。 ○１日の振り返りのとき

に、隣同士で交流したこ

自分が取り組んだことを振り とで、互いの頑張りを認

返るワークシート め合えた。

○自分の取組をが 〇事前の活動に、意欲的に

んばるマンカー 取り組めていたので、が

本 ドに記入して、 んばるマンカードも記入

時 紹介する。 しやすく、吹き出しが足

の りない児童もいた。

活 ○担任が机間支援で良いと

動 ○がんばるマンカー ころを認めたり、全体に

ドをグループで共 紹介したりしていたの

有し、互いに賞賛 で、グループ活動でも互

自分の頑張りを伝える や励ましのメッセ いを認め合う言葉がたく

がんばるマンカード ージを付箋に書く。 さん聞かれた。（担任が

手本になっていた）

○グループでの共有の後、

〇グループで頑張る クラス全体の共有の時間

ことを決める。 を設けたことで、更に多

くの友達から認められ、

充実感を得られた。（認

め合う経験が大事）

○学級活動で決めた、グループでのがんばるマ ○グループで話し合って決

ンに挑戦する。 めたがんばるマンだった

事 ○振り返りをしながら、互いの頑張っていたと ので、「みんなで」「協力

後 ころや、良かったところを伝え、賞賛し合う。 できた」という意識を持

の ○班を変えたり、掃除や給食のグループ、係な つ児童が多く、貢献や所

活 ど、様々な集団で継続して取り組む。 属の意識が高まった。

動 ○様々な場面でクラスを良

くするために協力した

り、積極的に声を掛け合

グループで課題を決めて取 ったり、役割を果たそう

り組むためのワークシート としたりする児童の姿が

見られるようになった。

困っている友達に声を掛ける。

【本時のねらい】

より良いクラスにするために取り組んできたことを振り返り、共有することを通して、クラスの中での自

分の役割を自覚できるようにするとともに、クラスのためにできることを更に考え、実行できるようにする。

たくさん頑張ってる

ね。すごいよ！
大きな声で、全力

で歌えてたね。

「毎日来たい」と思える

クラスにするために、朝

来たら「おはよう」のあ

いさつを進んでします。

友達と助け合うっ

て、いいね！

みんなと助け合いな

がらクラスで過ごせ

て楽しかった。

いろいろ頑張れて、役

に立てて良かった。

給食の時、普段あまり話さ

ない子と話をする。
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(3) 今日のミッション（２、３年生）

「ほっとブック」 主な学習活動と児童の様子 教師の気付き

○毎日一つのミッションにチャレンジする。 ○「ミッション」にチャレ
．．．

事 ○帰りの会で、ミッションについて振り返る。 ンジするということが、
．．

前 児童の意欲を喚起し、ほ

の とんどの児童が、熱心に

活 取り組めた。

動 ミッション確認カードと、

掲示用「今日のミッション」

○ミッションを ○低学年は「ミッションの

本 振り返り、ミ 意義」という言葉が難し

時 ッションの意 かったので、ミッション

の 義について考 をするとどんな良いこと

活 える。 があったか、先生がどう

動 してこのミッションにチ

ャレンジさせたかといっ

た問い掛けをした。その

結果、ミッションをする

と、クラスが良くなると

いうことに気付いた児童

○グループで意見を が多かった。

本時のワークシートで、事 共有し、ミッショ ○クラスを良くするために

前にチャレンジしてきたミッ ンの意義を確認す ミッションに取り組んだ

ションの意義や、ミッション る。 という意識が高まり、事

をするとどんな気持ちになる 後の活動への意欲につな

かを考えた。 がった。

また、本時の振り返りもこ ○ミッションに頑張って取

のワークシートで行った。 り組んだことを互いに認

め合ったことで、貢献や

所属の意識が持てた。

○「今日のミッションその２」に取り組む。（事 ○「クラスのため」「みん

事 前の活動で使用したワークシートの後半部分 なが気持ち良くなる」と

を使う） いったことを意識して取

後 ○１週間ミッションに取り組み、振り返る。 り組めるようになった。

○頑張っていた友達を紹介し合う。 ○互いの頑張りを認め合う

の 事後の活動後 ことで、承認感も得られ

に使用する振り た。

活 返りカード ○当番や係の仕事等様々な

場面で、クラスを良くす

動 るという意識を持って活

動できる児童が増えた。

このミッションをした

とき、どんないいこと

があったかなぁ。

苦手なミッション

も、毎日心掛けてい

たら、いつか自然と

できるようになるか

ら、どんどん挑戦し

てみたい。

【本時のねらい】

・ミッションにチャレンジして感じたことを共有することで、ミッションがより良い人間関係や学級を築く

ためにあることに気付き、学級をより良くしていう意欲が持てるようにする。

・ミッションへの取組を互いに認め合いながら、学級や友達への貢献や所属の意識を高めるようにする。

あいさつをすると、

友達もあいさつを返

してくれてうれしか

った。

係の仕事を頑張る

と、クラスのみん

なが良い気持ちで

過ごせるよ。

【ミッションの一例】

「１時間に１回、手を挙げよう」

「当番の仕事を頑張ろう」

「昨日より３分早く、掃除を終わらせよう」

普段あまり話さな

い友達とも話せた

なぁ……。

自分たちで新しいミッションを考えても良い

↓

「あなたも、私もがんばるマン」につなげられる

○事後の活動に、「あなたも、私もがんばるマン」を実践

したクラスは、自分たちのクラスをみんなでより良くし

ようという意識が高まっていた。
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(4) 自分ＣＭをかこう（５、６年生）

「ほっとブック」 主な学習活動と児童の様子 教師の気付き

○毎日自分の良いところを探して、記入する。 ○自分の良いところを見

事 ○「友達から」の欄に、隣や班の友達からサイ 付けることに苦手意識を

前 ンやコメントをもらう。 持っている児童が多かっ

の たので、担任が良いとこ

活 ろを見付けて伝えると、

動 うれしそうにしていた。

自分の良いところを書きため ○具体的に記入すると次の

ていくワークシート 活動に取り組みやい。

○事前の活動で自分の良い

○自分ＣＭを書 ところを見付けていたの

本 き、グループ で、活動に取りかかりや

時 で、紹介し合 すかった。

の う。 ○自分ＣＭを書いている最

活 中も互いに「○○さんは

動 他にもこんな良いところ

があるよ」「△△が得意

だから、手伝うよ」とい

った言葉が聞かれるな

ど、自分のよさを生かし

たり、貢献したりしたい

自分の良いところをアピール という意欲が見られた。

するワークシート ○付箋で認め合う場面では

具体的な賞賛や、「□□

してくれてありがとう」

のような感謝の言葉掛け

が自然に行われていた。

○自他を認め合ったり、賞

賛し合ったりする活動を

事 継続して行うことで、友

後 達との関わりが増えた

の り、具体的に認め合う姿

活 が見られたりするなど、

動 より良い関わりができる

○掲示された自分ＣＭカードを見て、みんなで ようになった。

それぞれのよさを共有したり、良いところを ○教室に掲示することで、

更に発見したり、メッセージを書いたりする。 より多くの友達に認めら

○帰りの会等で自他の良いところさがしを継続 れ、承認感や所属の意識

して行う。 が高まった。

進んで配りものを

手伝った。

掃除が丁寧

にできた。

委員会で、大きな声

で発表している。

【本時のねらい】

・自分のよさを知り、学校生活の中で生かしていけるようにするとともに、自分から進んで、友達のよさを

認め賞賛したり、励ましたりする態度を養う。

一人で終えることができない仕事や、

困っていて仕事ができないとき、いつ

でも話しかけてください。

【児童の言葉（付箋より）】

・仕事を頼まれるのは、責任感があるからだと思います。

・いつも全力でがんばっていて、見習いたいです。

・心遣いができるNo.１だね。クラスの中でも思いやり１番だね。

・裁縫名人！今度教えてね。

・いつも笑顔でいられることがうらやましいです。これからも頑張ってね。

・いつも人のために努力している姿を見習いたいです。

・自分が困っているときも、助けてね。
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Ⅴ 研究の結果と考察

1 「ほっとブック」の有効性について

所属校で、実践後の学級担任にア

ンケートを実施したところ、図１の

ような感想が挙げられた。また、「今

後『ほっとブック』を使ってみたい」

と全員が回答した。これは、「ほっ

とブック」の実践編で、一つ一つの

活動を「実践の概要」「活動全体の

流れ」「本時の展開例」「ワークシ

ート活用法」「その他資料」で構成

したことで、学級活動を意図的・計

画的、かつ円滑に進めることができ

たからであると考える。特に、ワークシートは、実物を見ただけでは使い方が分かりにくい点も「ワ

ークシート活用法」で詳しく説明したので、担任が使い方を十分に理解して使用することができた。

また、「活動の流れ」や、「本時の展開例」などに記したワンポイントアドバイスは、授業を進める

に当たり、特に若手の担任にとって参考になったようである。こうしたことが、「ほっとブック」の

活用のしやすさに結び付いたと考える。

また、担任へのアンケートからは児童の自己有用感に関する見取りとして、「自分に対して肯定的

な感情を持てた」「自分に自信を持てた児童が多かった」「児童の自信につながった」「自分もクラス

の一員だということを再確認できていた」といった回答も得られた。このことからも「ほっとブック」

が児童の自己有用感を育んでいくために活用する資料として、有効であったと考える。

２ 児童の自己有用感について

(1) 学級活動を、事前から事後の活動まで意図的・計画的に実践していくことについて

事前の活動については、担任から、「事前に、良いところ探しで積み重ねがしてあると、学級活

動でも、良いところが見付かりやすく、本時が有効だと感じた」「事前に自分の良いところをワー

クシートに記入し、それを基に考えることができたので、『自分ＣＭ』に取りかかりやすかった」

といった感想を得られた。児童も事前の活動を充実させたことで、本時の活動にスムーズに取り組

む姿が見られた。実際に、「良いところさがし」では、事前で見付けた友達の良いところを基に、

ワークシートの枠内に収まりきらないくらい自他の良いところを書き出したり、伝え合ったりする

児童が多く、充実した活動が展開できた。そして、「たくさん良いところを見付けてもらって（見

付けられて）うれしかった」といった児童の言葉に代表されるように、自他のよさへの気付きや、

友達から承認されることへの喜びに結び付いた。

また、「あなたも、私もがんばるマン」では、クラスを良くするために、事前の活動は個人で課

題を決めて取り組み、本時でその頑張りを互いに認めたり、賞賛したりする活動を行った。続けて、

事後の活動ではクラスを良くするために、グループで課題を決めて取り組んだ。その結果、図２の

感想のように、児童同士の関

わりが深まったり、貢献の意

識が高まったりした感想が得

られた。また担任からは、「事

後の活動を充実させることで、

授業の中での取組を自然な形

で日々の生活に移行していけ

るので、児童の『自分から進

【「あなたも、私もがんばるマン」事後の活動の感想】

○みんなで素早く協力して行動すると、たくさんのことができると分かった。

○３班全員が頑張っていて、これからも頑張ろうと思える。

○みんなで決めた目標を、みんなで頑張れて楽しかった。

○いろいろ頑張れて、役に立てて良かった。

○班で決めた「協力して、みんなで素早く行動する」について、１週間でいろ

いろなことができた、班のみんなはできていた。

図２ 児童の感想より

図１ 担任の感想より

○自分には良いところがないと思っていた子が、友達から褒められ

て、「こんな風に思われていたんだ」と、自分に対して肯定的な感

情を持てた。

○自分では気付けなかった良い点を、他者から言ってもらえること

が多かったので、自分に自信を持つことができた児童が多かった。

○ワークシートに支援の視点が書いてあったので使いやすかった。

○子どもたちは事前の活動で良いところを記入していたので、本時

の活動に取りかかりやすかった。

○本時の展開例があったので、進めやすかった。

○繰り返し実践していくことで、子どもたちが「褒め方」「認め方」

を身に付けていくことができた。
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んで』という気持ちを引き出すこともできた」という声が聞かれた。

こうしたことから、事前から事後までの一連の活動を、意図的・計画的に実施していくことで、

児童同士のより良い関わりを促し、承認感やクラスへの貢献、所属の意識を確実に培っていくこと

ができたと考える。

(2) 児童の承認感や貢献、所属の意識の変化について

自己有用感に関するアンケートで実践の前後

での比較を行った。

いずれの項目も、多少の差はあるものの、事

後の方の数値が伸びている。事前のアンケート

から互いのよさを認め合う素地が育っている児

童が元々多かったが、本研究の実践を通して、

計画的に継続して他者のよさを認めたり、賞賛

したりすることを繰り返していくことで、「友

達の良いところをもっと見付け、伝えよう」と

いう意識がより高まった結果と考える。さらに、

認め合う機会が増えたことで、児童は、「友達が、

自分の良いところを見付けてくれた」「みんなか

ら認められている」という承認感を十分に得ら

れた（図３－１）。

また、「今日のミッション」や「あなたも、私

もがんばるマン」では「クラスをよくするため

に」ということを意識しながらミッションや、

課題に取り組んできた。同時にその取組を互い

に認め合うことも実践してきた。こうした「自

分の頑張ったことが周りに認められる」という

経験や、「自分が頑張るとみんなが気持ち良くな

る」という実感が、児童の意欲を高め、更に「良

くしよう」「みんなのために」という意欲に結び

付いていったと考える（図３－２）。

今回のアンケート結果で最も大きく変化した

のが、所属に関する質問である（図３－３）。

本研究では、どの実践にも「互いに認め合う」機会を多く取り入れてきた。その分、児童は自分が

認められる機会も増えた。また、互いに付箋などで承認や賞賛、感謝のメッセージを伝えたり、手

紙や頑張りカードを送ったりする活動をとおして、自分の存在が大切にされているという実感を得

ることができ、自己存在感の高まりへとつながったと考える。

また、同アンケートの学年ごとの結果からは、６年生では、「『すごいね』『頑張っているね』と

言われたことがある」児童が61％から70％、「クラスの人を助けたり、みんなの役に立ったりして

いる」と感じている児童が44％から53％に変化した。「秘密の手紙」で、秘密の相手から良いとこ

ろを伝える手紙をもらったり、「みんなに拍手」で、運動会での頑張りを伝え合ったりした。こう

した経験から自分が認められているという実感を得るとともに、みんなのために何かをすることの

大切さを知り、役に立ちたいという気持ちが児童に芽生えたと考える。

５年生では、「自分ＣＭをかこう」を実施したことで、自分のよさに気付いたり、そのよさを認

められるうれしさを実感したりする児童が多かった。その結果が、「自分のことが好き」と思える

児童が35％から45％、「自分には良いとこころや自慢できるところがある」と実感している児童が

64％から69％という数値の変化に表れていると考える。

３年生では、「良いところさがし」を実施したことで、「クラスの中で認められている」と感じ

図３－３ 自己存在感に関する結果

図３－１ 承認感に関する結果

図３－２ 貢献に関する結果
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ている児童が51％から56％に変化した。この変容は、「良いところさがし」に加えて、「今日のミ

ッション」で名前を呼んで挨拶をしたり、クラス全員の友達と話をしたり、授業中、進んで発言し

ようとしたりするミッションに繰り返し取り組んだことで、互いの存在を意識し、認め合えるよう

になったことも関係していると考える。

以上のことから、本研究を通して児童の承認感や所属、貢献の意識を高め、自己有用感を育んで

いくことができたと考える。

Ⅵ 研究のまとめ

１ 成果

○ 「ほっとブック」を担任が活用することで、児童は自他のよさを認め、伝えたり、賞賛したり

する経験を重ね、他者やクラスのために自分にできることに取り組もうという意欲が高まった。

こうした経験を積むことで、児童同士のより良い関わりを促すことができた。

○ 事前の活動、本時の活動、事後の活動を一つのまとまりとして意図的に計画し、継続して実施

していくことで、児童同士のより良い関わりを促すことができた。それは、自他への新たな気付

きや賞賛、感謝の気持ちを生み、児童の承認感や貢献、所属の意識を高めることに有効であり、

児童の自己有用感を育むことにつながった。

○ 「ほっとブック」は、「活動の概要」「活動の流れ」「本時の展開例」「ワークシート活用法」

等を掲載しているので、担任が、児童の実態に合わせて選んだり、必要に応じてアレンジしたり

して活用することができ、児童の自己有用感を育み、高めていくための資料として有効であった。

２ 課題

○ 事前及び事後の活動を継続して行っていくための時間を、毎日の学校生活の中で確保していく

ことが望まれる。なるべく短時間で、効率的に充実した活動を提案するとともに、ワークシート

等の更なる工夫が必要である。

○ 児童の自己有用感を育んでいくためには、それぞれの学年での、事前から本時の活動、事後の

活動の一連の流れ、学年の系統を明確にし、つながりや発展性を考えた継続的な取組を計画して

いくことが重要である。

Ⅶ 提言

児童の自己有用感を高めるためには、児童同士のより良い関わりを意図的・計画的に設定し、互いの

よさを認め合う場面をたくさん作り、児童の承認感や貢献、所属の意識を高めていくことが大切である。

＜参考文献＞

・『生徒指導提要』(2010) 文部科学省

・『生徒指導リーフ』『生徒指導リーフ増刊号 いじめのない学校づくり』 国立教育政策研究所

・『平成29年度学校教育の指針（解説）』(2017) 群馬県教育委員会

・栃木県総合教育センター

『高めよう!自己有用感 栃木の子どもの現状と指導の在り方』 栃木県総合教育センター（2013）

・河村 茂雄・品田 笑子・藤村 一郎 編著

『いま子どもたちに育てたい 学級ソーシャルスキル 小学校 低学年』 図書文化社(2007)

『いま子どもたちに育てたい 学級ソーシャルスキル 小学校 中学年』 図書文化社(2007)

『いま子どもたちに育てたい 学級ソーシャルスキル 小学校 高学年』 図書文化社(2007)

＜担当指導主事＞

野原 亮 西田 麻規


	３／１２バージョン
	３／１２バージョン１



